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上がる・熱の化学 
 

１．用意するもの 

  鉄粉２０ｇ、活性炭１０ｇ、５％食塩水５ｍｌ、２００ｃｃビーカー 

  温度計、ペーパーフィルター、ちり紙、ビニール袋 

 

２．実験のやりかた 

 （１）ビーカーの中に活性炭１０ｇと食塩水５ｍｌを入れてよくまぜる。 

  

 （２）（１）の中に鉄粉２０ｇを入れてかきまぜる。 

 

 （３）ビーカーの底を手でふれたり、温度計を入れて変化をみる。 

 

 

 

このような変化を 

 

 

 

   

という。 

 

３．化学カイロのつくりかた 

 （１）ペーパーフィルターの中に食塩水を含ませた活性炭を入れる。 

  

（２）うすい紙に鉄粉をつつんでペーパーフィルターの中に入れる。 

 

 （３）ペーパーフィルターの口を閉じて名前を書いてできあがり。 

 

 

  

 

宿題 食塩水を入れたのはなぜだろうか？ しらべてみよう！ 

℃ 

反応

がないとあたたかくならない。 



下がる・熱の化学 
 

１．用意するもの 

  硝酸アンモニウム２０ｇ、１００ｃｃビーカー、温度計 

    

２．実験のやりかた 

 （１）ビーカーの中に水５０ｃｃを入れて水温をはかる。 

  

 （２）（１）の中に硝酸アンモニウム２０ｇを入れてかきまぜる。 

 

 （３）ビーカーの底を手でふれたり、温度計の変化をみたりする。 

 

３．結果 

 

はじめの水温 
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硝酸アンモニウムを入れた 

あとの水温 

℃

 

このように温度が下がる変化を 

 

 

 

    

 

という。 

反応 


